
（別紙３）

～ 令和８年　３月　１６日

（対象者数） 115 （回答者数） 68

～ 令和８年　３月　23日

（対象者数） 18 （回答者数） 17

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者様や本児のニーズを把握し、研修会を実施する

2

移動支援をご利用のお子さまなど、直接保護者さまが来所さ

れない場合の情報共有の仕方やフィードバックの方法などを

検討する

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用する部屋が偏らないように代わるがわる利用して頂いた

りプログラムの内容を工夫する

2

必要に応じて家族支援等の療育プログラム以外の時間を利用

して話を聞く時間を提供していく

3

言語聴覚士、作業療法士が多数在籍しており、一人一人のニー

ズに合わせた個別の療育を提供している。

日々の支援について、同僚や先輩、多職種にアドバイスを求め

る環境がある。

外部の講師による研修会も実施している

療育プログラムの内容について、お子さまの様子や保護者様の

ニーズに合わせてプログラムを提供している。

お子さまの日々の様子を情報共有することで、お子さまの生活

場面での困りごとの解決につながるようなプログラムを実施し

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用の多い日や時間帯では、狭い部屋を利用しなければいけな

い日がある

ビルの借りている部屋の関係

保護者さまのニーズに対応できる利用回数を提供できていない 多機能型施設であり、１日に利用できる人数に限りがある（隔

週月2回）

令和８年　３月　１３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　２４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハッピーキッズｉｎこうべ

○保護者評価実施期間
令和８年　２月　１６日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


